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WB 1:2000-1:10000,IHC 1:200-1:1000,ICC/IF 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,IP 1:50-
1:200

Calculated MW:124kD;Observed MW:190kD

PDGFRB

PDGFRB;PDGFR;PDGFR1;Platelet-derived growth factor receptor beta;PDGF-R-beta;PDGFR-
beta;Beta platelet-derived growth factor receptor;Beta-type platelet-derived growth factor
receptor;CD140 antigen-like family member B;Platelet-deri
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：膜。この遺伝子は、血小板由来増殖因子ファミリーのメンバーに対する細胞表面チロシンキナーゼ受容体をコードする。これらの増殖因子は、間葉系細胞のマイトジェンである。受容体モノマーに結合する増殖因子の種類によって、機能的受容体がホモ二量体か、血小板由来増殖因子受容体αおよびβポリペプチドの両方からなるヘテロ二量体かが決定される。この遺伝子は、5番染色体上で顆粒球マクロファージコロニー刺激因子遺伝子とマクロファージコロニー刺激因子受容体遺伝子に挟まれており、これら3つの遺伝子すべてが5番染色体長腕症候群に関与している可能性がある。5番染色体と12番染色体間の転座により、この遺伝子が転座遺伝子ETV6（白血病遺伝子）と融合すると、好酸球増多症を伴う慢性骨髄増殖性疾患が生じる。[RefSeq提供、2008年7月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	C6細胞ライセートを4～20% SDS-PAGEで分離し、膜をPDGFR-βウサギモノクローナル抗体（1:1000）でブロッティングした。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG(H + L)抗体を用いた。

